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血液・腫瘍グループ（通称 B 班）   令和４年 

 

【メンバー】 中野貴明、石井孝規、久保暢大、馬場みのり、申将守、笠原靖史、細貝亮介、高地貴行、

根本妙、阿部咲子、岩渕晴子、今村勝、今井千速 

 

Ø 白血病、難治性血液疾患、小児がんの患者の診療は、まさに全人的医療です。患者の病気を克服す

るべく治療するだけでなく、治療に伴って生じる晩期合併症を含めて、長期にわたって患者と家族に寄

り添っていくことが求められています。大変ですが、それだけにやりがいのある仕事だと思います。 

Ø 新潟県、および関連地域の小児領域の血液・腫瘍診療は、新潟大学小児科 B 班と新潟県立がんセン

ター(小川淳先生、渡辺輝浩先生)の 2 施設に集約化されています。両診療科ともに日本造血細胞移植

学会に認定されています。脳腫瘍は大学のみ、その他（ALL, AML など）は両科で診療しています。 

Ø 取得が推奨される資格：日本血液学会専門医、日本小児血液・がん専門医、日本造血細胞移植学会

認定医、日本がん治療認定機構がん治療認定医、など。血液学会専門医は専門医機構の専門医資格

に移行し、新潟大学小児科は認定施設、新潟がんセンターは教育施設で、いずれにおいても研修可

能です。日本小児血液・がん学会の専門医研修体制においては、2022 年 4 月より、新潟大学は北信越

の 6 施設（新潟大学、富山大学、金沢大学、信州大学、長野こども病院、新潟がんセンター）を統括す

る責任施設となっています。 

 

Ø 専門臨床のトレーニング 

大学 B 班と新潟がんセンターのいずれかの施設で、専門臨床のトレーニングを開始します。その後

は、大学 B 班を中心に、新潟県立がんセンター小児科との間を行き来しながら、専門臨床のトレーニ

ングを継続します。稀な疾患やあまり知られていない合併症、あるいは 2 施設の臨床データの合同

解析などを専門学会で発表してもらいます。また、専門医取得に向けて、論文作成を目指します。 

 

Ø 専門医の取得 

3-4 年で血液専門医受験資格が得られますので、まずは血液専門医を取得します。受験資格は小

児科学会専門医、３年以上の認定施設における専門研修、臨床血液学に関係した筆頭者として学

会発表又は論文が２つ以上ある者、となっています。 

その後小児血液・がん専門医の取得を促しています。小児血液・がん学会専門医の受験には、血

液学会専門医もしくは日本がん治療認定機構がん治療認定医の取得が前提となります。最低１本の

血液またはがん領域における筆頭著者の論文が必要です。 

 

Ø 大学での研修 

u 大学では、毎週月曜日に病棟カンファレンスを、金曜日夕方に週末カンファレンスを行い、全員で

全症例を把握できるようにしています。月に 1 回ずつ、学内各科およびがんセンター小児科と合同

で Tumor board（固形腫瘍の検討会）を行います。また、血液検討会をがんセンターと合同で定期

開催しています（月1回）。病院キャンサーボード（月1回および必要時）にも参加します。新潟がん

センターと共同で、臨床系の抄読会を実施しています（月 2回）。血液内科と同種造血細胞移植症
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例の合同検討会を実施しています（週1回）。また、血液内科と合同の基礎研究に関する抄読会を

催しています（月２回）。 

u アカデミックな活動だけでなく、多職種カンファレンス（歯科医師、看護師、薬剤師、保育士、チャイ

ルド・ライフ・スペシャリスト）やNPO団体などとの交流により、患児の学業面や心理面、家族の社会

経済的側面も含めて患者とその家族を全人的に支える医療（Total therapy）を目指しています。先

端的医療の実現もさることながら、この部分も大変やりがいを感じるところです。患者団体とも連携

しています。2019年から Child Life Specialist（CLS）の田村まどかさんが病棟のこどもたちのために

我々の仲間に加わってくれています。 

u 大学血液班の一日当たりの入院患者数は 10-18人前後おり、大学病院の小児病棟の運営上、欠

くことができない存在です。症例は豊富ですので、ぜひ若手の皆さんに研修してほしいです。別領

域に進む前のサブトレーニングとしても、貴重な経験となると思います。また、一定の経験を積んだ

後で臨床留学の希望があれば前向きに検討します。 

u 血液領域では研究の進歩が臨床現場にスピーディに反映されますので、分子生物学的手法の十

分な理解が必須です。大学での研修中に、基礎研究のジャーナルクラブ参加細胞分離や細胞培

養、PCR、フローサイトメトリー（実施と解釈）などの、必須の Laboratory skillを経験する機会があり

ます。最近のがん診療のトピックとして、がんゲノム検査が行えるようになったことが挙げられます。

約 60万円かかる検査ですが、保険償還されており、難治がんにおける重要な診療ツールとなって

います。小児がんを診療するうえでも、最新のゲノム医学の情報を患者の診療に反映することがで

きる医師を目指します。 

u ほとんどの疾患でなんらかの多施設共同臨床試験や検体研究への参加をしており、常に最新の

治療が行える体制を整えています。日本小児がん研究グループ（JCCG）の各疾患委員会に参加

することで、臨床試験自体を動かす経験をすることができます。一定の経験を積んだら、ぜひ手を

挙げて欲しいと思っています。 

 

Ø 新潟大学小児科 B 班での基礎研究 

血液分野では基礎研究の経験は、臨床医として能力を高めるためにも非常に有用と考えており、臨

床から一時離れて基礎研究に打ち込む期間を設けることをお勧めしています（大学院、留学）。研究

の場としては、小児科学教室、学内基礎教室のほか、学外の研究室でも良いと思います。これまで

に岩渕先生、今村先生が病理学教室、阿部先生と高地先生がウイルス学教室で、各専門分野を学

びました。細貝先生、笠原先生、申先生、久保先生、村山雄大先生（整形外科腫瘍班より出向）は B

班で大学院生として基礎研究を行いました。現在、馬場みのり先生と整形外科からきた宮崎友宏先

生が、リサーチ専任で頑張ってくれています。リサーチ検討会を毎週火曜日に行っております。海外

学会での発表も積極的に行っています（アメリカ血液学会、欧州血液学会、国際小児がん学会、

等）。 

現在 B 班では、キメラ抗原受容体（CAR）を用いた遺伝子改変 T細胞の開発とナチュラル・キラー

（NK）細胞の体外増幅・遺伝子改変を中心とした難治性白血病、難治がんに対する新規治療開発

の研究を行っています。2022 年 2 月より、製薬系ベンチャー企業との共同研究が開始され、研究費

や人的支援を受けています。現在、2名の研究員（鈴木優子さん、浜田健太郎さん）が私どもの研究

チームに派遣されており、笠原先生が開発し特許化した NKｐ44-CARの臨床開発に向けた検討を
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行っています。今年はこれとは別の新たな CAR遺伝子の特許申請も予定しています。CD19に対す

る CAR-T細胞療法（ノバルティスが製造するキムリア🄬）は 2019年 5月に本邦で認可され、2022 年

4 月から新潟大も正式に認定施設になりました。今後さらに発展する分野ですので、若い先生の参

加を待っています。 

 

Ø 留学（海外、国内） 

これまでに、今村勝先生が国立シンガポール大学、阿部咲子先生がカリフォルニア大学デービス校

に留学され、素晴らしい業績を挙げてこられました。また、細貝亮介先生は、血友病臨床で日本の

大半の症例を診療している荻窪病院に国内留学され、血友病業界では注目の若手医師として頭角

を現し、全国各地での講演会で活躍しています。 
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